
平成元年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰受賞者名簿

（五十音順）

〔 個 人 〕

岡村 一郎（島根県松江市）
おかむら いちろう

小山田 重穂（岩手県下閉伊郡新里村）
お や ま だ し げ お

田中 次右衛門（福井県武生市）
た な か じ う え も ん

徳元 邦雄（山口県熊毛郡田布施町）
とくもと く に お

根津 和育（新潟県中頸城郡妙高高原町）
ね づ わ い く

〔 団 体 〕

市川みどり会（千葉県市川市）
いちかわ かい

上郡地区老人クラブ（兵庫県赤穂郡上郡町）
かみごおりちくろうじん

九 州 電 力株式会社 豊前発電所（福岡県豊前市）
きゅうしゅうでんりょく ぶぜんはつでんしょ

サントリー株式会社 白 州 蒸 溜 所（山梨県北巨摩郡白州町）
はくしゅうじょうりゅうしょ

八王子森林パトロール隊（東京都八王子市）
はちおうじ しんりん たい

ひとこえ花壇（山口県新南陽市）
か だ ん

船橋緑花協会（千葉県船橋市）
ふなばしりょっかきょうかい

街を花いっぱいにする会（長野県松本市）
まち はな かい

真狩村農業協同組合婦人部（北海道虻田郡真狩村）
まっかりむらのうぎょうきょうどうくみあいふじんぶ

三郷村外一町一ヶ村北沢山林組合（長野県南安曇郡三郷村）
みさとむら きたざわさんりんくみあい

緑 のもりやまを創る会（滋賀県守山市）
みどり つく かい

森 永 乳 業株式会社 東 京 工 場（東京都葛飾区）
もりながにゅうぎょう とうきょうこうじょう

〔 学 校 〕

安城市立丈山小学校（愛知県安城市）
あんじょうしりつ じょうざんしょうがっこう

川俣町立山木屋小学校 緑 の 少 年 団（福島県伊達郡川俣町）
かわまたちょうりつ やまきやしょうがっこう みどり しょうねんだん

塩谷町立大宮中学校 緑 の 少 年 団（栃木県塩谷郡塩谷町）
しおやちょうりつ おおみやちゅうがっこう みどり しょうねんだん

高根沢町立東小学校（栃木県塩谷郡高根沢町）
たかねざわちょうりつ ひがししょうがっこう

浪江町立苅野小学校（福島県双葉郡浪江町）
なみえちょうりつ かりのしょうがっこう

能代市立能代第二中 学 校（秋田県能代市）
の し ろ し り つ の し ろ だい に ちゅうがっこう

〔地方公共団体〕

綾 町（宮崎県東諸県郡綾町）
あやちょう

永源寺町（滋賀県神崎郡永源寺町）
えいげんじちょう

川 上 町（岡山県川上郡川上町）
かわかみちょう

久万町（愛媛県上浮穴郡久万町）
くまちょう

倉吉市（鳥取県倉吉市）
くらよしし

仙台市（宮城県仙台市）
せんだいし

水沢市（岩手県水沢市）
みずさわし
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［個 人]

おかむら いちろう

氏 名 岡村 一郎

住 所 島根県松江市

①自然保護についての功績

昭和28年、松江山の会の結成に尽力、昭和30年に

は、島根県山岳連盟理事に就任、自然保護の研究・実

践に取り組む。

現在、日本山岳協会自然保護部会委員、日本山岳会

会員及び島根県自然環境保全審議会委員などとして自

功績の概要 然保護に係る活動の企画への参画、また、実践にと活

躍中。なお、島根野生生物研究会会員として県内の貝

類学の第一人者としても活躍中。

②自然公園指導員としての功績

昭和40年から現在まで自然公園指導員として、ま

た、昭和49年からは約10年間島根県自然保護指導員、

その後島根県自然保護レンジャーとして県内の自然公

園の適切な保護と利用の指導に努めている。
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［個 人]

おやまだ しげお

氏 名 小山田 重穂

住 所 岩手県下閉伊郡新里村

地域の活性化は健全な森林づくりからとの信念のも

とに50有余年の長きにわたり、自ら率先して森林づく

りに取り組み県下の模範となる優良な森林を造成する

とともに、森林づくりの実践を通じ地域住民の緑化意

識の高揚に多大の貢献をしている。特に長年にわたる

森林づくりで培われた豊富な経験と知識を活かし、森

功績の概要 林づくり後継者の育成確保に努め、現在林業研究グル

ープ等56団約1,400名の後継者が育成されるなど多大

の成果を上げている。さらに、自己所有林に設置した

展示林等を学習の場として広く公開し、後継者の森林

づくり技術の指導に取り組むほか山火事防止にも力を

注ぐなど、地域緑化の推進に果たした功績は極めて大

きい。
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［個 人]

たなか じうえもん

氏 名 田中 次右衛門

住 所 福井県武生市

氏は、これまで地域社会やそこに住む方々から受け

た恩恵に感謝し、社会への奉仕の心から昭和48年以

来、花いっばい運動、植栽、清掃活動を通じて地域の

環境美化活動を地道に続けており、氏が活動している

河川沿い、道路沿い、公園、山には四季折々、水仙、

梅、桜、ツツジ等が咲き乱れ、そこを通る人々に潤い

功績の概要 とやすらぎを与えている。また、地域の子供たちが自

然と親しむ場としても利用され、子供の健全育成や緑

化意識の向上にも大いに役立っている。氏のこうした

社会奉仕活動は地域住民の共感を呼び、現在、多くの

人々の自主的な緑化・美化活動が実践されてきてお

り、市民の模範となっている。
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［個 人]

とくもと くにお

氏 名 徳元 邦雄

住 所 山口県熊毛郡田布施町

氏は、40有余年の長きにわたり、学校植林等の推進

を通じて青少年の緑化活動を促進するとともに地域は

もとより県下全般の緑化の推進に尽力している。特に

長年にわたる学校教育を通じて緑による学校環境整

備、児童・生徒の緑化に関する体験学習活動を促進す

るため、学校植林及び学校環境緑化の統一指導書の編

功績の概要 さんに取り組み、県下学校緑化推進の基礎づくりに尽

力するとともに学校林の整備及び学校植林の推進に力

を注ぎ、19校に100.6haの整備を実現するなど多大の

成果を上げている。さらに今日では、積極的なポラン

ティア活動を通じて学校及び地域公共施設等の緑づく

りに取り組むなど地域緑化の推進に多大の貢献をして

いる。
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［個 人]

ねづ わいく

氏 名 根津 和育

住 所 新潟県中頸城郡妙高高原町

氏は、昭和16年に妙高高原町に居住して以来、妙高

の自然の観察、調査、研究を進め、この豊かな知識と

経験をもとに地域住民の自然保護思想の高揚に努めた

ほか、独力で清掃活動を実施してきた。

また、公圏内の動植物や火山活動等の情報を公園管

理官等に進んで提供し、国立公園の管理業務に貢献し

功績の概要 た。

定年退職後は益々その活動を広げ、妙高の自然観察

と保護活動に尽力している。

さらに、県の自然環境保全や鳥獣保護行政のなか

で、委員、保護員、指導員等として意欲的に取り組ん

でおり、その活躍は誠実で温厚な人柄とともに自然保

護の実践者として模範に値するものである。
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［団 体]

いちかわ かい

名 称 市川みどり会

所 在 地 千葉県市川市

会 長
代 表 者 宇佐美 喜作

本会は、昭和30年代後半からの急激な都市化、山林

の宅地化による生活環境の悪化に対し、郷土の自然環

境を守り良好な維持管理により、有効に利用すること

を目的に、昭和47年山林の所有者を中心に設立され

た。

48年には、市との間に「緑地保全に関する協定書」

功績の概要 を締結し、緑地（山林）の保全事業、緑化推進のため

の苗木の配布や緑化啓蒙事業を推進し、さらに、市の

緑化推進事業に協力し（財）市川市緑の基金の設立や

万葉植物園の基本計画書の作成に多大な貢献をした。

このような活動は、テレビ等を通じて全国にも紹介

され、各地の緑化行政に大きな影響を与えた。
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［団 体]

かみごおりちくろうじん

名 称 上郡地区老人クラブ

所 在 地 兵庫県赤穂郡上郡町

上郡地区代表理事
代 表 者 藤田 六治

上郡地区老人クラブは、昭和46年にフラワーポット

等を国道372号、県道下莇原上郡線及び県道西新宿上

郡線に65個を設置して以来、上郡町より支給されるパ

ンジー・金魚草・ハボタン等四季折々の草花を植付

し、散水・除草等を行っている。また、ヤナギ・サツ

功績の概要 キ・ツゲ等の街路樹（792本）の剪定等を年一回実施

している。

なお、当地区は、上郡町の中心街であって自動車の

交通量も多いにもかかわらず、路肩の空缶・ゴミ等の

道路の清掃、河川堤防の草刈を多年にわたり行い、緑

化の推進はもとより、道路、河川等の愛護にも尽力し

ており、この功績は誠に顕著であります。
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［団 体]

きゅうしゅうでんりょく ぶぜんはつでんしょ

名 称 九 州 電 力 株 式 会 社 豊前発電所

所 在 地 福岡県豊前市

所 長
代 表 者 楠 兼一

同発電所は、「クリーン＆グリーン」を合言葉に、

地域の自然環境との調和を基調として、埋立地という

悪条件を克服し、高い緑化率を達成している。

また、構内の一部を公開地区として地域住民に開放

し、同地区内のプール等の諸施設を市に寄贈している

功績の概要 ほか、構内の広場等も地域住民の利用に供し、緑を通

じて積極的に地域社会に貢献している。さらに、毎

年、市内の福祉施設、学校等への苗木の寄贈や、従業

員による苗木の街頭配布、公園等の清掃奉仕などを行

い、地域における緑化意識の啓発にも大いに貢献して

おり、その功績は高く評価される。



-9-

［団 体]

はくしゅうじょうりゅうしょ

名 称 サントリー株式会社 白州蒸溜所

所 在 地 山梨県北巨摩郡白州町

工場長
代 表 者 板谷 和彦

同工場は、「森林公園工場」をテーマに掲げ、同辺

の自然風土と調和するように建物の形状、配置等に配

慮するとともに、原生樹林の保護を図ることにより、

緑豊かな工場づくりを推進している。

特に、全社的な「愛鳥キャンペーン」の一環として

構内に約65,000㎡の野鳥保護区域を設置し、大勢の工

功績の概要 場見学者（年間約17万人）に対してバードウォッチン

グ、散策のために開放しており、これらの開放を通じ

て自然環境の保護を呼びかけている。また、毎年、地

元の幼稚園児による鳥の巣箱掛けやキジの放鳥、納涼

祭時の地域住民による記念植樹などの行事を通じて、

地域における緑化意識の啓発にも貢献しており、その

功績は大きい。
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［団 体]

はちおうじしんりん たい

名 称 八王子森林パトロール隊

所 在 地 東京都八王子市

隊 長
代 表 者 久保田 武夫

同森林パトロール隊は、森林パトロールを通じて

「自然に親しみ、身体を鍛え、社会奉仕の精神を養

う」ことを目的として昭和42年に結成された東京都で

唯一の緑の少年団であり、隊結成以来、20有余年の長

きにわたり、緑を守り地域の環境美化を図る活動に取

功績の概要 り組んでいる。特に、自然・緑とのふれあいの場とし

て広く都民から親しまれている高尾山の緑を守り、快

適なレクリエーションの場にとの願いをこめて、登山

道の清掃やゴミ持ち帰り運動を展開するとともに、植

林や下草刈等の森林の手入れ、地元消防署と一体とな

っての山火事防止活動など積極的な緑の奉仕活動を続

けており、地域緑化の推進に果たした功績は極めて大

きい。
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［団 体]

かだん

名 称 ひとこえ花壇

所 在 地 山口県新南陽市

会 長
代 表 者 本田 節子

本会は、昭和54年に「ひとこえかけて街をきれい

に」を合言葉に地域の人々が集い、市内の国道２号線

と市道との三差路にある空地630㎡を花壇として整備

し、藤棚やベンチ等も設置した。

以来、10余年にわたり花の植え替えや灌水、除草、

功績の概要 害虫防除等の管理を行い、市内の緑化推進団体の中心

的存在として他の団体にも技術指導等を行い、全市的

な運動へと波及している。また、上記の花壇は、隣地

に設立された自治会館の利用と併せて、地域の人々の

触れ合いの場として活用されている。

このような活動は、花と緑を中心としたコミュミテ

ィづくりの模範として高く評価される。
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［団 体]

ふなばしりょっかきょうかい

名 称 船 橋 緑 花 協 会

所 在 地 千葉県船橋市

会 長
代 表 者 野山 青雲

本協会は、市民の緑化意識の高揚を図るとともに、

緑と花あふれる心豊かな潤いのある環境を創造し、も

って、市民福祉の向上に寄与することを目的として昭

和49年に市内のライオンズクラブを中心に結成され

た。

功績の概要 以来、船橋市における緑化推進に係わる唯一の民間

団体として、毎年、緑化普及事業、環境緑化推進事

業、緑化対策事業の三部門の事業を柱とした幅広い活

動を市民を対象として実施してきた。

このような活動は、市の緑化推進に大きく貢献する

とともに、市民の間においても定着した行事として、

人気を博している。
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［団 体]

まち はな かい

名 称 街を花いっぱいにする会

所 在 地 長野県松本市

会 長
代 表 者 降旗 徳弥

本会は、花いっばい運動の精神に基づき、社会を明

るく、美しく、住みよくするために、街を花いっばい

にすることを目的に設立された。

昭和27年に始まったこの花いっばい運動は、市内の

全町会において町内の飾花や植樹等の緑化活動はもと

功績の概要 より、河川や高原等の美化愛護運動、また、花いっば

いコンクールの開催等、広く地域に根ざした運動を展

開している。

そして、松本から発生したこの花いっばい運動は、

長年の着実な実践により市内はもとより、全県、全

国、さらに、世界へとその運動の輪が広がっており、

この功績は、誠に大きなものである。
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［団 体]

まっかりむらのうぎょうきょうどうくみあいふじんぶ

名 称 真狩村農業協同組合婦人部

所 在 地 北海道虻田郡真狩村

婦人部長
代 表 者 高倉 美枝

当婦人部は、花いっばい運動の推進により、農村地

域の緑化とともに地域活性化を図ってきた。昭和49

年、各家庭に花壇を作ることから花いっばい運動に取

り組み、さらに、共同花壇作りへと運動を進めてき

た。この間、花壇の管理は、部員のボランティア活動

により行われ、住民の連帯意識の醸成と緑化に対する

功績の概要 意識の高揚を図ってきた。また、共励会を実施し、緑

化技術の定着に努めた。これらの活動は、村関係機関

や学校、さらに、周辺市町村にも花いっばい運動が波

及するなどの多大な貢献があった。このように、長年

にわたり、旺盛な実践力と指導力をもとに農村の緑化

推進に多大の尽力をしており、その功績は極めて大き

いものがある。
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［団 体]

みさとむら きたざわさんりんくみあい

名 称 三郷村外一町一ヶ村北沢山林組合

所 在 地 長野県南安曇郡三郷村

管理者 三郷村長
代 表 者 務台 久彦

同山林組合は、地域の重要な水源地を守り、緑豊か

なふるさとづくりを通して地域住民の生活環境の保全

を図るため、明治34年設立以来今日まで328haの森林

を対象に常に治山治水を念頭においた計画的な森林づ

くりを進め、現在人工林率80パーセントに達するなど

功績の概要 地域における森林づくりの先駆的な役割を果たしてい

る。こうした中で、地域住民の森林愛護の象徴として

「永遠の森」（スギ、ヒノキ５ha）の保護育成に力を

注ぐとともにスギの間伐展示林や品種別試験地を設

け、地域住民の森林づくり技術の向上に努めるなど、

地域に密着した森林づくり活動を通じて地域緑化の推

進に多大の貢献をしており、その功績は極めて大き

い。
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［団 体]

みどり つく かい

名 称 緑のもりやまを創る会

所 在 地 滋賀県守山市

会 長
代 表 者 文室 常男

同会は、昭和47年市民討論会において植樹運動を提

唱し採択され、青年会議所、自治会など29団体で結

成。同年多数の市民参加を得て初の植樹祭を実施。以

後、緑化推進市民団体として年１回の定例植樹、入学

記念植樹等の独自の植樹活動を展開するとともに、昭

和56年には、びわこ国体記念植樹に参加した。また、

功績の概要 守山市の緑化事業にも積極的に協力、特に昭和55年か

ら環びわ湖保全修景公園化植樹事業を市より受託し、

琵琶湖岸の木浜埋立地に桜並木づくりを推進してい

る。 同会の結成以来植栽した数は２万５千本にもの

ぼり、市民の緑に対する認識も高まり、美しい水と緑

のあふれる田園都市守山の建設に大いに寄与してい

る。
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［団 体]

もりながにゅうぎょう とうきょうこうじょう

名 称 森 永 乳 業 株 式 会 社 東 京 工 場

所 在 地 東京都葛飾区

工場長
代 表 者 岩藤 晧右

同工場は、東京23区内の過密地域にありながら「緑

の中の工場」を目指し、限られた敷地内に思い切って

緑地をとり、設立後も少しずつ緑地を増やしてきた結

果、今では地域内で貴重な緑の提供場所となってい

る。

住宅等の密集地にあるため、敷地境界沿いに高木樹

功績の概要 群を重点配置するなど、周辺環境との調和に努めてい

る。また、工場内の緑地やテニスコート等を休日には

地域住民に開放しているほか、春にはお花見や地元小

学校の写生会の場として提供、夏には工場開放日を設

けるなど、緑に乏しい都会の中で、緑を通じて地域社

会に貢献しており、その功績は大きいものがある。
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［学 校]

あんじょうしりつじょうざんしょうがっこう

名 称 安 城 市 立 丈 山 小 学 校

所 在 地 愛知県安城市

校 長
代 表 者 稲垣 早苗

本校は、「強く、明るく、正しく」の教育目標の達

成のために、全校一体となり花づくり栽培運動を実施

している。

具体的には、教科指導で花への関心を高めるため、

教材として取り入れているのを始めとして、一人一鉢

栽培、学校花壇の設計・栽培・管理等児童の自主的な

功績の概要 活動等全校一体となった花づくりに取り組んでいる。

このような活動により生徒の植物への関心が高まる

とともに、学校の方針として「学校が中心となって地

域、家庭へ花づくりの和を広げる」を掲げ地域花壇ヘ

の協力等を実施しており、地域の緑化の推進への功績

は大である。
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［学 校]

かわまたちょうりつやまきやしょうがっこう みどり しょうねんだん

名 称 川俣町立山木屋小学校 緑の少 年 団

所 在 地 福島県伊達郡川俣町

校 長
代 表 者 根本 文弘

同少年団は、昭和55年団結成以来、「自然や緑を大

切にし、地域社会に対して自主的な奉仕活動をする」

を合言葉に地域の森林づくりから環境美化活動等多彩

な活動を展開している。特に昭和55年豪雪で被害を受

けた地域の森林に緑を回復させようとの願いをこめて

地域住民と一体となって1.5haの「親子の森」を造成

功績の概要 し、地域住民の植樹活動や緑とのふれあいの場として

広く活用するとともに、その育成管理に積極的に取り

組んでいる。

また、育てた花苗を地域の国道沿いに植栽する「フ

ラワーライン活動」や地域の清掃美化を行う「親子ク

リーン運動」等地域に密着した幅広い活動を通じて地

域緑化の推進に多大の貢献をしている。
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［学 校]

しおやちょうりつおおみやちゅうがっこう みどり しょうねんだん

名 称 塩 谷 町 立 大 宮 中 学 校 緑の少 年 団

所 在 地 栃木県塩谷郡塩谷町

校 長
代 表 者 福田 常男

同校緑の少年団は、昭和54年団結成以来、毎年綿密

な計画樹立のもとに地域緑化の実践、環境美化等地域

住民と一体となった多彩な活動を展開している。

特に地域住民の植樹活動や緑とのふれあいの場とし

て「みんなの森」を造成し、その育成管理に努めると

ともに、昭和55年に実施された町の記念植林事業には

功績の概要 全団員参加により植林奉仕を行い、以後今日まで下草

刈等保育活動に取り組むなど地域の森林づくりに多大

の尽力をしている。また、公共施設への草花の植栽等

地域の環境美化活動にも取り組むなど幅広い活動を通

じて地域緑化の推進に多大の貢献をしており、その功

績は極めて大きい。
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［学 校]

たかねざわちょうりつひがししょうがっこう

名 称 高 根 沢 町 立 東 小 学 校

所 在 地 栃木県塩谷郡高根沢町

校 長
代 表 者 谷口 光一

同校は、「豊かな心を育てる環境緑化」を目標に、

児童、教職員、ＰＴＡが一体となって環境緑化活動に

努め、計画的、継続的な実践を通して自然との調和を

図り、児童の豊かな情操を培うなど児童の人間形成に

大きく貢献している。

また、緑の少年団活動など児童の積極的、自主的な

功績の概要 活動が展開されている。

同校のこのような組織的、継続的な緑化活動は、他

の学校に対して啓発的な役割を担っており、高く評価

される。
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［学 校]

なみえちょうりつかりのしょうがっこう

名 称 浪江町立苅野小学校

所 在 地 福島県双葉郡浪江町

校 長
代 表 者 鎌田 益實

同校は、各教科、道徳、特別活動を通じて、学校環

境緑化活動や花いっぱい運動に取り組んでおり、特

に、学校裁量時間を活用して児童が「ぼくの木、わた

しの木」を決め、自主的に世話をしているが、このよ

うな活動を通して児童の道徳性のかん養に貢献してい

る。

功績の概要 また、地域の老人たちの協力を得て菊作りを行った

りして、児童と老人たちの心のふれあいを広めている

とともに、菊の鉢を駅や警察署、消防署等に提供した

りしている。

同校のこのような緑化活動は、児童の教育的効果は

もとより地域と学校を結び付ける「核」となってお

り、高く評価される。
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［学 校]

のしろしりつ のしろだいにちゅうがっこう

名 称 能代市立能代第二中学校

所 在 地 秋田県能代市

校 長
代 表 者 三浦 幸郎

同校は、年次計画に従い環境緑化活動を教育計画に

明確に位置付け、実施している。これらの活動は、生

徒、教職員、父兄一体となった環境緑化活動として展

開されている。

特に、新校舎にふさわしい環境づくりのために生

徒、教職員、父兄一体となって、校舎回り、プールサ

功績の概要 イドに植樹したり、樹木の剪定や手入れなどを積極的

に行っている。

同校のこのような緑化活動は、「自分たちの環境は

自分たちの手で」を合言葉に自主的、継続的に行われ

ており、地域に密着した幅広い活動を通じて緑化の推

進に多大な貢献をしている。
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［地方公共団体]

あやちょう

名 称 綾 町

所 在 地 宮崎県東諸県郡綾町

町 長
代 表 者 郷田 實

綾町は、「照葉樹林都市・綾」を宣言し、照葉樹林

の保護育成に努め、町民の誇りと結びつけ、緑化推進

に対する町民の意識の高揚に努めている。

特に全国的にも貴重な照葉樹の育成を推進するた

め、照葉樹の生け垣の設置に対して、補助金を交付し

ている。現在では、町内の新しい住宅地を中心に生け

功績の概要 垣の家並みがひろがっている。

さらに、各地区の公民館を中心として、町内各機

関、団体等が一体となり、県道の歩道や古城の道路脇

への花の植栽など花いっぱい運動の推進を実施してい

る。

このような、町民と一体となった花と緑のまちづく

り等による広範な緑化推進は、高く評価される。
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［地方公共団体]

えいげんじちょう

名 称 永源寺町

所 在 地 滋賀県神崎郡永源寺町

町 長
代 表 者 林 源太郎

同町は、滋賀県の重要河川である愛知川の上流にあ

って、「水と緑の豊かなまちづくり」をモットーに、

全町民一丸となって緑資源の増大と水源地の維持管理

に積極的な活動を展開してきた。

具体的には、水源かん養保安林の指定を進め、植栽

等の実施により森林の機能の維持回復に努めるととも

功績の概要 に、住民の活動グループによる植林、間伐等の育林活

動に対して指導、育成を行っている。

また、広報「えいげんじ」、有線放送等を通じて、

水源林、水源地の維持管理を呼びかけ、住民総参加の

もと水源林、水源地の管理作業等を実施している。

以上のような緑資源の維持、増大の努力は高く評価

されるものである。
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［地方公共団体]

かわかみちょう

名 称 川 上 町

所 在 地 岡山県川上郡川上町

町 長
代 表 者 佐藤 呈次

同町は、緑資源の充実による水源かん養を図るた

め、林家青壮年及び農業後継者をもって森林組合林業

推進隊を組織し、積極的に植林を推進するとともに、

アカマツ林の荒廃化を防ぐために「赤松林を育てる

会」による除伐、落葉掻き等の活動を推進し、アカマ

ツの育成環境の改善を図ってきている。

功績の概要 また、入会林野近代化事業による林道 、作業道の

整備、除伐、間伐等の推進にも努力しているところで

ある。

このような活動により、水と緑の恩恵をよく認識し

自然を守る住民意識の高揚が図られており、同町が緑

化の推進に果たした功績は高く評価されるものであ

る。
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［地方公共団体]

くまちょう

名 称 久万町

所 在 地 愛媛県上浮穴郡久万町

町 長
代 表 者 河野 修

同町は、「久万町を第二のふるさとに」をキャッチ

フレーズに都市住民に森林づくりのオーナーとしての

夢と緑のふるさとを提供するとともに、都市と山村と

の交流を通じて地域の活性化を図るため、昭和58年か

ら「久万高原ふるさとの森事業」を開始し、以来、四

国地方はもとより、中国、近畿地方から東京方面に及

功績の概要 ぶ広い範囲から980余名の都市住民参加のもとに、現

在まで78haの森林を対象に計画的な森林づくりを進め

ている。また、サラリーマン等日頃緑と直接ふれあう

機会の少ない人々を対象とした、日曜林業学校や婦人

林業教室等ユニークな緑の体験活動を推進し、国民参

加の森林づくりの普及推進に多大の貢献をしている。
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［地方公共団体]

くらよしし

名 称 倉吉市

所 在 地 鳥取県倉吉市

市 長
代 表 者 牧田 実夫

倉吉市は、市政スローガンである「水と緑と文化の

まちづくり」を基調とし、昭和60年８月に策定した

「倉吉市緑化基本計画」に基づいて、市民が一体とな

って、自然と調和のとれたまちづくりを進めている。

特に「倉吉市水と緑と文化のまちづくり協議会」を

設置し、花いっばい運動花壇コンクール、フラワーフ

功績の概要 ェスティバル等の市民総参加による行事を実施してい

る。

さらに、緑の少年団による国際的な緑化活動への貢

献など、その広範な取組は、全国の地方公共団体の緑

化運動の模範として高く評価される。
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［地方公共団体]

せんだいし

名 称 仙台市

所 在 地 宮城県仙台市

市 長
代 表 者 石井 亨

仙台市は、古くから杜の都と呼ばれ、広瀬川や周囲

の丘陵地の自然に囲まれ、東北地方における行政、経

済の中心地として発展してきたが、昭和30年代後半か

らの高度経済発展は、一方で宅地開発による丘陵地の

緑の破壊、広瀬川の水質の悪化等をもたらした。

このため、市では、「杜の都の環境をつくる条

功績の概要 例」、「広瀬川の清流を守る条例」を制定し、自然環

境の保全に努めるとともに、「全市花いっぱい運動」

として市民と一体となった緑化活動を実施してきた。

このような市民と一体となった総合的な都市緑化の施

策による、自然環境と調和したまちづくりの実績は、

高く評価される。
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［地方公共団体]

みずさわし

名 称 水沢市

所 在 地 岩手県水沢市

市 長
代 表 者 鈴木 貞藏

水沢市は、「あたたかい心で交わる美しいまち」を

目指した水沢市民憲章を制定し、これにふさわしい生

活を営むために民間組織として、水沢市民憲章推進協

議会を展開し、花いっばい・緑豊かなまちづくりを創

出している。

特に市民組織である、フラワーロード運営委員会を

功績の概要 中心に、花壇づくり、除草、種摘み等の自主的な活動

により、現在、フラワーロードは延長560ｍ、面積

23,500㎡にまで発展している。

また、シンボルロード「ふれあいの道」の整備や黒

石森林愛護少年団の活動など、市民と一体となったそ

の広範な取組は、全国の地方公共団体の模範として高

く評価される。




